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1．　はじめに

　新幹線には大型な保守用車や70㌻90㎞／hで走行する保守用車があり、ひとたび脱線、衝突事故が発生す

ると、その復旧に多大な時問を要する。そこで、JR東日本では、駅中間における保守用車同士の衝突事故防

止等を目的とした「保守作業安全システム」（以下、現行装置という）・を開発し、平成15年度までに導入し

てきた。

　しかしながら、保守用車の構内入換えにおける分岐器の開通方向確認については、依然として人間の注意

力に依存しているため、ヒューマンエラーにより分岐器を割出し、ポイント破損や保守用車脱線等の事故が

発生する可能性がある。また、進路未設定区間への進出、駅構内における保守用車同士の衝突等の事故が発

生する可能性も残されている。

　そこで、更なる新幹線の保守用車の安全性向上を図るため、分岐器割出し防止、進路未設定区間への進出

防止、駅構内での保守用車同士の衝突防止を実現する「新型保　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1繍票駆間1　　／　　1
守作業安全システム」（以下、新装置という）の開発を行った。　1　　　各置情鰐ω一　　位置情構の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　工　　　　送受信　　　　　　　　　　　　送受信

2．現行装置の慨要

め、保守用車の位置を演算する。そして、他の保守用車と保守　　　　　　図一1現行装置の概要

用車の位置、進行方向、速度等のデータを無線通信し、接近距

離、相対速度の関係により、警報及びブレーキ信号を出力し、

未然に衝突事故を防止する。概要を図一1に示す。

3．新装置の概要

　新装置は、現行装置をべ一スとし、他システムの「新幹線保

守作業管理システム（COSMOSサブシステム）」（以下、保守作
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業管理システムという）のハンディターミナル（以下、HTと　　　（cosM0sサブシステム）

いう）から保守用車の進路情報を取り込むことにより、分岐器　　　　　図一2新装置のシステム構成

割出し防止、進路未設定区間への進出防止、駅構内における保　無線機アンテ㌔・・アンテナ

守用車同士の衝突防止を実現する。この他、モニタ画面に配線　　共用器
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　1運転台の保守用車における機器構成を図一3に示す。車載
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用送受信機を現行機から新型機に置換え、10．4インチのタッチ　　　　　　　　　　　　HT
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パネル付液晶モニタを新たに設置する。新型車載用送受信機と　　　　　　セ葦艮篭聾知

保守作業管理システムのHTはI佃装置を介して接続する。その

他については現行装置のものを使用する。　　　　　　　　　　　　図一3機器構成（1運転台の例）
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4．新機能
41．　進路未設定区間への進出防止機能（分岐器割出し防止機能）　匿囲

　’この機能は保守作業管理システムのHTから進路情報を取り

込むことにより、進路未設定区問への進出防止及び分岐器割出

し防止を実現するものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　伽1設定進路　　も　、・n……　”“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ二∵…移動可能範囲」　㌔　、　　　　　　　　　；
　機能イメージを図一4に示す。進路が設定されている場合、

設定進路内は移動可能となるが、移動限界Aに接近した場合は　　　　　　　　　　　、匿麺　　　…

手前で停車するよう、警報及びブレーキ信号を出力させて、進　進路が設定されている場合　　　　　　⇒進行OK
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進路が設定されていて、　　　　　　　　　　　⇒停軍
路未設定区間への進出を防止する。また、進路が設定されてい　　移動可能範囲外進出の危険領域に達した場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進路が設定されていない場合　　　　　　　　　⇒停亨
ない場合は移動限界Bの手前で停車するよう、警報及びブレー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一4　機能イメージ
キ信号を出力させて、分岐器割出しを防止する。

　以上より、移動限界までの距離、速度により、危険性を検知　　　　E≡≡≡司ブレーキ曲線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“、榊“宝、、、、、、．　　　　　　　　　　警報
し、必要により、警報及びブレーキ信号を出力させ、移動可能　　　　　　　　　　　　鳴動

範囲外への進出を防止する檸能である。　　　　　　　固
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ykm’h　警報・ブレーキ信号出力の速度と距離の関係を図一5に示す。

帆駅構内での保守用車同±の衝突防止機育旨　　　　＿　　　固
　この機能は保守作業管理システムのHTから進路情報を取り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xm　　　　警報　ブレーキ㌧墜
込み、保守用車間で進路情報等を無線通信することにより、駅　　図＿5警報．ブレ＿キ信号出ヵの速度と距離の関係

構内での保守用車同士の衝突防止機能を実現するものである。

　他保守用車までの距離、速度及び進路情報等により、危険性

を検知し、必要により、警報及びブレーキ信号を出力させ、駅

’構内での保守用車同士の衝突を防止する機能である。

　現行装置では、進路情報等を保有していないため、駅構内で

の保守用車同士の衝突防止を機能させることができなかったが、

新装置では進路情報等を取り込むことで実現した。

4．3．グラフィック表示機能・音声案内機能

　ユーザインタフェースの機能向上として、モニタ画面に表示

した構内配線図上に保守用車の在線位置、進路情報等をリアル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一6　モニタ画面の表示例
タイムに表示する機能を設けている。モニタ画面の表示例と画

面遷移例を図一6，7に示す。また、、進路制御時や警報及びブ　　　　　　　　　　　　　・HTによる進路設定要求
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・制御中の進路を黄太矢印
レーキ動作時等は、モニタ画面上にメッセージを表示し、音声　　　　　　　　　　　　　で点滅表示

による案内も行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・進路設定完了
5．機能検証試験・データベース検証試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’移動可能範囲を設定され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た進路とし緑色で表示
　試作装置による機能検註試験を平成17年12月から平成18

年2月まで、高崎駅構内にて実施し、機能を満足していること　　　　　　　　　　　　　・復位箇所に到着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・HTlこよる進路復位要求　．
を確認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’進路復位完了

　また、．新装置が保有する構内配線図等のデータベース検証試　　　　　　　図一7画面遷移例

験を平成18年11月から実施している。今後導入までヒ全駅棲内のデータベース検証を実施する予定である。

6．　おわりに

　現地検証試験の結果を受けて、新型保守作業安全システムは平成19年度下期より導入の予定である。

　この新型保守作業安全システムを導入することにより分岐器割出し、進路未設定区間への進出、保守用車

同士の衝突を防止し、JR東日本が目指している「究極の安全」の実境に向けて取り組んでいく。
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